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　平成２年度（1990）に松原市立部３丁目で、市立運動広場施設整備に伴って実施した

本発掘調査（調査面積：1,450 ㎡）。調査地点は、河内大塚山古墳の南約 500m に位置し、東

側に谷地形をのぞむ中位段丘の端部に所在する。

遺跡の性格 /時代：古墳・集落・古代墳墓・社寺・生産遺跡 / 縄文時代～近世

地理的環境：中位段丘上に所在。中位段丘の中には谷地形も存在する。

・現（公財）大阪府文化財センターによる阪和自動車道・府道建設に伴う調査では、平

安時代前期（８世紀末～９世紀代）の溝で囲まれた有力者の屋敷、平安時代末期～鎌倉

時代初頭の大溝をもつ有力者の屋敷と平安時代末期～室町時代前期の集落を確認 [（財）

大阪府文化財調査研究センター 1998]。

・松原市教育委員会による市営住宅建築に伴う調査では、鋳造に関わる炉壁・鋳型・羽

口が出土。また、鋳型等の原材料となる粘土を採掘した密集する粘土採掘土坑群を確認。

　調査では下記の遺構を検出した（図１～８・図 13 ～ 18）。

古墳時代中期～後期（５世紀後半～６世紀代）：古墳群（方墳６基・円墳１基）

飛鳥時代（７世紀前半～中頃）：土壙墓１基

奈良時代（８世紀代）：火葬墓１基

平安時代前期（９世紀代）：火葬墓・土壙墓・木棺墓各１基　

平安時代末期～鎌倉時代（12 世紀代～ 13 世紀代）：掘立柱建物・井戸

→古墳時代中期～平安時代前期は墓地。平安時代末期～鎌倉時代は集落。

・１辺約 11 ｍの方墳 SZ2001 が古墳群成立の契機。続いて５世紀末～６世紀初頭に、直

径約11～ 12mの円墳SZ1001が築造される。その他は、６世紀代の１辺10ｍ未満の方墳。

・埴輪は、方墳 SZ2001 から甲冑形埴輪・円筒埴輪・朝顔形円筒埴輪が出土。円墳

SZ1001 から剣形埴輪・円筒埴輪が出土。それ以外の古墳からは確認されていない。

・立部古墳群の被葬者→立部古墳群が所在する丹
た じ ひ

比地域では、５世紀中頃～後半に首長

層の古墳である黒姫山古墳やさば山古墳のほか、小規模古墳が一斉に出現し、階層的な

集団が他地域より移入したと考えられている [三宮　2003]。

　小規模古墳の被葬者については、首長より独立した墓地を与えられ、在地支配の実務

や軍事を担った集団（前掲）や、新たな開発を進めた [橋本 2020] という評価がある。

２．発掘調査の概要

１．立部遺跡・立部古墳群跡について

３．古墳について

（１）遺跡の概要

（２）既往の調査
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・一辺約１ｍ、深さ約 20cm に掘った方形の土坑から発見。

・蔵骨器の底～肩部付近まで焼土混じりの木炭で埋める。→木
もくたんかく

炭槨という構造に近い。

・蓋で密封された状態で出土。（密封には粘土を使用）→他に類例がない。

・蔵骨器は須恵器で、専用品に準じる通
つうゆう

有の容器。ただ、器形は類例がなく、畿外産。

・蔵骨器内部には、多量の火葬骨が埋納される。また、少量の木炭・焼土を確認。

・年代は同じ土坑内より出土した土師器杯
つき

から、平安時代前期（９世紀前半）。

→火葬墓の被葬者は、墳墓の構造・蔵骨器から、在地豪族層に比定される [小田 2011]。

・氏族墓地の様相がわかる良好な事例。在地豪族の墓制を考える上で貴重。

・火葬墓 ST2005 出土蔵骨器から火葬骨が良好な状態かつ多量に出土。当時の納骨方法・

埋葬方法を物語る資料。また、自然科学分析により被葬者や火葬地に関する知見が得ら

れた。令和４年（2022）に松原市指定有形文化財となる。（松原市民ふるさとぴあプラザで展示中）

時代　飛鳥時代～平安時代前期（７世紀前半～９世紀後半まで）

　　　７世紀後半、８世紀代の一時期に造墓されない時期がある。９世紀代は継続的。

葬法　土葬（７世紀）→火葬（８世紀～９世紀前半）→土葬（９世紀前半以降）の順に変遷。

配置　規則性、特定墳墓の優位性と墳墓同士の重複はない。小規模な封
ふ う ど

土は存在したか。

古墳との関係　古代墳墓と古墳は、墓域は共有するが、原則重複しない。古墳の周溝か

ら奈良時代の須恵器杯が出土。周溝が埋没せず、管理されていた。→先祖の墓域を維持。

出土遺物　一般的な土器（土師器・須恵器）だが、土葬墓は火葬墓より出土遺物の種類・

量が多い。他方で、出土遺物がない墳墓もあり、若干の階層差は存在したと考えられる。

なお、帯
おびかなぐ

金具など被葬者の社会的立場を示す遺物は出土していない。

被葬者　墳墓の配置、構造と出土遺物から、比較的均質な階層の個人墓群で、造墓期間

に比べて墓数は少ないため、氏族の長や長に近い立場の構成員が葬られた。古墳時代中

期以降立部周辺を本拠とした在地豪族の墓地。氏族名は不明だが、候補を抽出（表１）。

被葬者と火葬地に関する知見を得るために蔵骨器内出土遺物、遺跡土壌の分析を実施。

・火葬骨の人類学的分析結果 [松下真・松下孝 2021]

（１）骨のゆがみや亀裂等から筋肉や腱が残った状態で火葬された。

（２）納骨された骨は頭蓋骨と手足の骨が多い。その他の胸部～腹部付近の骨が少なく 

　　 分骨された可能性がある。ただ、納骨方法に規則性は認められない。

（３）被葬者は熟年男性（40 ～ 59 歳）。身長 158 ～ 160cm で上半身をよく使う生活様式。

・火葬骨の成分・木炭・焼土・遺跡土壌の分析結果 [南 2021、若木・南 2021a・b]

（１）比較的栄養度の高い食事を摂取していたことが推定される。

（２）西暦 800 年頃に死亡し、立部遺跡周辺で火葬されたことが推定される。

４．火葬墓 ST2005 について

おわりに

５．古代墳墓と氏族墓地について

（１）発掘調査結果

（２）自然科学分析について（図９～ 12）
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図１　調査地位置図

図２　主要な古墳、古代墳墓の消長

方墳 SZ2001

円墳 SZ1001

方墳 SZ1002 ～ 1006

土壙墓 ST1077

火葬墓 ST1004

土壙墓 ST2003

火葬墓 ST2005

木棺墓 ST1088

遺構名
時期 5c 6c 7c 8c 9c 10c

後 前 中 後 前 中 後 前 中 後 前 中 後 前中

は詳細な
時期不明。

●●

0 1km(1:25,000)

調査地

河内大塚山古墳

国土地理院電子地形図25000に調査地を追記国土地理院電子地形図25000に調査地を追記

※図・表・写真は、引用元を示したもの以外、『立部遺跡・立部古墳群跡』より一部改変し、引用。
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図４　古墳（方墳 SZ2001・円墳 SZ1001）出土遺物実測図

図３　遺構変遷図
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図５　火葬墓 ST2005 遺構平面図・断面図、出土遺物実測図、蔵骨器壺 X線 CT 画像
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図７　古代火葬墓の３類型　[小田 2011 より引用 ]

図６　火葬墓 ST1004 遺構平面図・断面図、出土遺物実測図
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図８　古代墳墓（土壙墓 ST1077・2003、木棺墓 ST1088）遺構平面図・断面図、出土遺物実測図
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図９　埋納された火葬骨の部位

[松下真実・松下孝幸 2021]

図 10　黒色骨片と白色骨片、炭化木片の 14C 年代

図 12　安定ストロンチウム同位体を利用した食性解析

図 11　遺跡土壌試料の Rb-Sr 放射壊変系分析結果

埋納部

【P.8　図出典】

図９　松下真実・松下孝幸 2021　

　　　「人骨の人類学的分析」

図 10　南雅代 2021　

　　　「火葬骨・木炭の放射性炭素年代測定」

図 11　若木重行・南雅代 2021b

　　　「土壌試料のストロンチウム同位体分析」

図 12　若木重行・南雅代 2021a

　　　「人骨のストロンチウム同位体分析」

各掲載図を一部改変し、引用。
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図 13　丹比地域の古墳・古代墳墓分布図

▲▲

■

■

■

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●
●●

●
●

●

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

大和川今池遺跡

立部遺跡・立部古墳群跡

丹上遺跡

河原城遺跡

真福寺遺跡

岡遺跡

一津屋古墳

一津屋町遺跡

権現山古墳跡
三宅古墳跡

山ノ内古墳跡
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(1:30,000)0 1km

●　発掘調査で確認された古墳

■　古代墳墓

▲　地割・伝承等により古墳の可能性があるもの
　　
　　▼　発掘調査で周溝の一部が見つかり、古墳の可能性　　があるもの

国土地理院電子地形図25000を使用国土地理院電子地形図25000を使用
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図 14

方墳 SZ2001

( 南東から )

表１　氏族墓地を営んだ候補となる氏族一覧

図 15

円墳 SZ1001、

方墳 SZ1002 ～

SZ1006

( 東から )

氏族名 本貫地（比定地） 主要資料 備考

布
ぬのせのおびと

忍首 丹
たじひぐんたむら

比郡田邑郷
ごう

（松原市布忍付近） 『姓氏録』

依
よ さ み の あ び こ

網阿比古

依
よさみのみやつこ

網 造

依
よさみのむらじ

網連

丹比郡依
よ さ み

網郷（松原市天美西付近）

摂津国住吉郡大
おおよさみ

羅郷（大阪市住吉区庭井付近）

『古事記』

『続日本紀』

中
なかとみのさかやのむらじ

臣酒屋連 丹比郡三宅郷（松原市三宅付近） 『姓氏録』

上
かみつみち

道 丹比郡三宅郷（松原市三宅付近） 『正倉院文書』

河
か わ ち の え し

内画師
丹比郡土

は に し

師郷

（堺市北区金岡付近か松原市立部付近）
『正倉院文書』

比定地は、

２ヵ所あり。

土
は じ

師 丹比郡 『日本三大実録』

（『松原市史』第一巻、『藤井寺市史』第一巻より作成）
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図 16

火葬墓 ST2005

蔵骨器蓋固定

粘土

(北から )

図 17

火葬墓 ST2005

出土遺物一括

図 18

土壙墓 ST1077

( 西から )

松原市指定有形文化財松原市指定有形文化財松原市指定有形文化財
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図 19

火葬墓 ST1004

（北から）

図 20

土壙墓 ST2003

（西から）

図 21

木棺墓 ST1088

（西から）


